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調査完了報告書




20XX年●月	Comment by Kuwabara, Tomohiro[桑原 知広]: 調査完了報告書の提出期日の属する月を記入ください。

●●●株式会社
＊共同企業体の場合は、社名を併記


I. 事業計画書	Comment by Kuwabara, Tomohiro[桑原 知広]: 注１：以下のうち太字部分は本事業計画書で最低限記載いただきたい項目です。「●.1」などの小項目以下の項目の採用は任意です。

注２：本事業計画書は必ずしも本Microsoft Word形式に沿って作成いただく必要はなく、必要な項目がカバーされている限り、Microsoft PowerPoint形式でもご作成いただけます。（事業計画書以外は、本ひな形に沿って作成をお願いします。事業計画書をPPTで作成される場合は、スライドを本ワードフォーマットに張り付ける形でご報告願います）

本報告書冒頭に記載の調査を実施した結果として当社が作成した事業計画書を以下に示す。

1. 自社戦略における本調査の位置づけ
2. 市場環境
2.1   市場規模・推移
2.2   競合動向
3. ターゲット顧客・ニーズ
3.1 ターゲット顧客
3.2 ターゲット顧客のニーズ（顧客の直面している問題）
4. 製品・サービス概要
5. フィージビリティ（技術／運営／規制等の実現可能性）
5.1 技術・価格の現地適合性
5.2 市場性
5.3 法規制・その他障壁
6. 将来的なビジネス展開、ロードマップ
6.1 事業規模のイメージ
6.2 進出形態・実施体制のイメージ
6.3 事業化に向けたスケジュール
6.4 事業化の条件・課題・リスク




II. ロジックモデル

事業目標：	Comment by Kuwabara, Tomohiro[桑原 知広]: ロジックモデル作成マニュアルを参考に記載ください。裨益者の数は、事業目標に照らして自由に設定ください。ここで定義する裨益者は、ロジックモデルで示される裨益者と整合させてください。	Comment by Kuwabara, Tomohiro[桑原 知広]: ロジックモデル作成マニュアルを参考に記載ください。裨益者の数は、事業目標に照らして自由に設定ください。ここで定義する裨益者は、ロジックモデルで示される裨益者と整合させてください。
XXXXXXXXX

	裨益者
	裨益の種類
	裨益者の種類
	ロジックモデル上の表現

	中等教育修了を目指す生徒
	直接
	個人
	子ども

	生徒の親	Comment by Kuwabara, Tomohiro[桑原 知広]: 記載例です。
	直接
	個人
	親
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                    課題解決の筋書（ロジックモデル） 作成例  活動  結果  成果  初期（～ 1 年）  中期（～ 3 年）  長期（～ 5 年）    営業活動  A. （子ども向け） E ラーニングサービ ス提供  1. 子どもの学習 意欲が沸く   6. 子どもの将来 の選択肢が広が る  B. （親向け）子ども との向き合い方 講座  10. 親の、子ども に勉強を教える 負担が減る 親の、子どもの学 力低下への不安 が減る   13.  親 の 、 子 ども への ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ｽﾀｲﾙ が変わる  12.  親の意識が 変わる  子  親 ・・ ・子ども ・・ ・ 親  資源   システム開発    3. 子どもの学習 時間が長くなる     Suralanet _ImpactManagementReport (siif.or.jp)  ※ すららネット社インパクトマネージメントレポートのロジックモデルを参考事例として一部簡素化して作成。      11.  親の精神的・ 時間的負担が減 る   子  子  子  親     14.  親子の関係 が良好になる （ 2. に繋がる）  親  親  親   2. 子どもの生活 習慣が改善され る    子  子  親  子  4. 子どもの学力 が向上する   5. 子どもの自信に つながる   7. 子どもが、希望 する進路を選択 できる  8. 子どもが、希望 する職業に就け る  9. 子どもが、経済 的に自立する  子  子   子  子  子 


